
島原市報道資料

平成 2 8年 11 月 15 日

報道関係者 各位

「目指せ杉谷博士 ! 宇土山 越る農地 探検隊」の開催について

島原半島3市と島原振興局、長崎県土地改良事業団体連合会でつくる島原半島土地改良
協会で “目指せ杉谷博士 ! 宇土山 蘇る農地 探検隊" を実施しますのでお知らせし
ます。

記

1 日 時 11 月 24 日 (木) 午前 8時 4 5分から

2 場 所 宇土山地区 (第四小学校出発)

3 内 容 第四小学校の 3年生を対象に、小学校の近くで行われている
「宇土山地区 耕作放棄地解消事業」を通して、地域の方へ話を
聞き、現地見学をしながら、島原の基幹産業である農業の課題を
学ぶとともに、地元への愛着心を育てる学習の機会とする。

( 詳細は別紙参照 )

4 問い合わせ先 島原振興局土地改良課土地改良班 小嶋
TEL 9 5 7 一 6 3 一 0111( 代表 )

有明海にひらく湧水あふれる 火山と歴史の田園都市 島原

担当 :島原市農林水産課 耕地水産班 担当松本
電話 :0957‐68‐1111( 内線 554)

B‐mail:kenta ‐m@city.shimabara.1g.jp

島原守護神 しまばらん
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第4小学校の近くで行われている宇土山地区 耕作放棄地解消事業
.・.,.
・..・..・L・

を通して、地域の方の話しを聞き、現地見学をしながら島原の主な産業
である農業の課題を学ぶとともに地元への愛着心を育てる学習の機会
とします。
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平成28年11月24 日(木 ) 予備日11月29日(火)
第4小学校~耕作放棄地解消事業 宇土山地区
島原半島土地改良協会(島原市・長崎県他)
島原農地保全広域協定運営委員会(宇土山会)
宇土山土地改良区

醸 -
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「密比山馨る農地蜂開園隊」の開催につ‘1て
~耕作放棄地ってなに?

贈る農地を探り宇土山の未来を考えるスタン7ラー′-~

・宇土山地区の耕作放棄地解消事業を通して、地域の方の話しを聞き、現地見学
をしながら島原の主な産業である農業の現状と課題を学ぶとともに地元への愛着
心を育てる学習の機会とします。

B
,,.

①農業や農村と地域関係の希薄化
②農家の高齢化・後継者不足など基幹作業が抱える課題
③耕作放棄地の増加、鳥獣害被害

●地元改良区の「思い」説明 の ,,
●農地が延る様子をチェックポイント毎に巡る
●クイズや測量作業の実体験
●クイズ優秀者の表彰とアンケー ト ▲‘・

.
-.・‐.

●ほ場でのかんがい状況見学
●蘇った圃場で作付された野菜の収穫体験 ・

一行 程一
日 時 :平成28年11月24日 (木 )
時 間 :8:45~12:00

第4小学校 徒歩 未整備地 徒歩 整備後農地 徒歩 測量体験
(耕作放棄地) (説明)

徒歩

第4′」、学校 徒歩 トラクター試乗 徒歩 収穫体験 徒歩 散水実演

★今年は、地産地消に加え、農作業機械を体験しよう!

【仕事体験】収穫体験、散水実演、作業機械への試乗を体験してしよう。
【地域を知る】地域の人の話を聞き、農地の過去、現状、未来を考えよう。


